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文部省特選
科学技術庁推奨
日本映画ペンクラブ推薦
1989年度文化庁芸術作品賞
1989年教育映画祭最優秀作品賞・文部大臣賞
第30回科学技術映画祭科学技術庁長官賞
第27回日本産業映画・ビデオコンクール大賞
1989年第44回毎日映画コンクール記録文化映画賞
第33回日本紹介映画・ビデオコンクール金賞
1989年日本映画ペンクラブ賞第 1位
1989年キネマ旬報文化映画ベスト・テン第 1位

■協力
文化庁

■撮影協力
佐賀県教育委員会
長崎県教育委員会
佐賀県立博物館
佐賀県有明水産試験場
佐賀県農業試験場
高来町教育委員会
東与賀町漁業協同組合
嘉瀬町漁業協同組合
浜町漁業協同組合
株式会社竹八
七浦公民館
七浦漁業協同組合

有明海は、日本最大の泥状干潟（ひがた）であり、ムツゴロウをは
じめとして特有な魚介類が豊富に生息している。この干潟の漁法に
は、わが国の漁撈技術の中でも特筆すべきものがある。映画は、こ
の中から17種の伝統的な漁撈技術を記録して、有明海沿岸に住む人々
の暮らしを支え、今や消え去ろうとしているこの貴重な漁撈習俗の
大切さを訴える。
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すっかり潮の引いた有明海の干潟には、見渡すかぎり灰色の泥の海
が広がっている。干潟の泥土の中に潜む小動物たちは、耳を澄ます
とブツブツ、ブツブツと音をたてている。その姿なき獲物が巧みな
手捌きで面白いように手繰り寄せられる。トビハゼやムツゴロウ、
無数の蟹やアゲマキなどの貝類。干潟の名人たちの的確な腕前に、
思わず見惚れてしまう。水の小動物たちと人の知恵比べである。
　有明海の干潟は、わが国でも他に例を見ない広大な規模を持ち、
そこに棲む生物は、種類が豊富であるばかりでなく、非常に珍しい
ものがあることで知られている。それらは、栄養分に富んだこの干
潟の泥土（ガタ）によって育まれてきた。それらの魚介類によって
沿岸の人々の暮らしも支えられてきた。魚介類によって実にさまざ
まな漁具、漁法がある。
　干潟の漁法では、潮の動きやガタとの対応の仕方に目を見張らさ
れる。ガタに足を踏み入れようとしても腰まで埋まってとても動き
が取れないが、通称ガタスキーと呼ばれる押し板（ハネイタ）を駆
使して、自在にガタを滑り、目的の漁場に至る。獲物が潜んでいる
穴を見定め、農具に似た鍬（クワ）や雁爪（ガンヅメ）で掘りだし
たり、浅い所にいるものは金属製の道具で掻き取る。時には棲息穴
に細いカギ棒を押し入れて引き出したり、太い棒を突きこんで穴を
あけ手を入れて取ったり、毛筆の先を入れて誘い出すなど、いずれ
もそれぞれの魚介の生態にあわせた素朴ながら巧みな技法が工夫さ
れている。なかには、人には容易に真似できない漁法に習熟して見
事な名人芸を見せてくれる者もある。この今も行なわれている干潟
の漁法の多くは、江戸末期の絵図に描かれた技法とほとんど変わら
ない。おそらく、干潟の漁法が自家用のオカズ採りを主な目的とし
ていたために、生産性は低くても伝統的な技法が守られ、古い時代
に完成された姿を今日に伝えているものと思われる。素朴な技術で
あるがゆえに、自然と人間との付き合い方の基本的な在り方を考え
させてくれる懐かしい習俗である。


	sak_0000_p_196.pdf
	sak_0000_p_197.pdf

